
 

 

 

 

 

今年は強力寒波の影響で、冬を強く感じる日々が続きました。ようやく遅れていた梅も

花を開き、気付けば桜の蕾が大きく膨らんでいます。秋は「深まる」と言いますが、春は

「増す」という言葉が合うと感じます。花々が次々とその姿を主張することから来るイメ

ージでしょう。 

 作家幸田文は、「季節のかたみ」のなかで、３月を「ものの始まろうとする月、動き出そ

うとする月、つまり気鋭の月ともいえるだろうか。」と表現しています。「気鋭」とは、「意

気込みが鋭いこと」です。３月は学年の終わりの月ですが、それは次の学年が始まろうと

動き出している月でもあります。 

 いよいよ３月です。３月は、４月へのつながりの月です。 

 

 

令和６年度の全校句会を２月末に行いました。2年生から 6年生の子どもたちの投票に

より選ばれた学年代表句が 1点ずつ、計５点全校句会に提出されました。学級投票、学年

投票、学校投票と三度の投票によって選ばれた句は、どれも子どもらしい視点で表現され

たものばかりです。 

全校句会の投票の結果と職員の講評を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   大すきいっぱい西北の子 
～学びづくり、くらしづくり、仲間づくり～ 

 

令和７年３月６日 

長崎市立西北小学校 

文責：校長 江原芳樹 

R6度 第 10号 

全校句会選句 

優秀賞 

マフラーを ひみつで作り あげたいな  ２年代表児童 
・マフラーのプレゼントを考えている温かい気持ちが想像できました。 

・プレゼントをしようとする本人のワクワクした気持ちがよく伝わってきます。 

新年は かるたの音が 響いたよ    ３年代表児童 
・お正月にみんなで集まって賑やかな様子が目に浮かんでくる句でした。 

・句からそこにいるみんなが笑顔である家族団らんの様子が浮かんできます。 

お正月 裏ではにやり お年玉     ６年代表児童 
・新年のあいさつをしながらも、頭の中はお年玉のことでいっぱいなのでしょう 

ね。子どもの頃に楽しみにしていた気持ちを思い出しました。 

先生特別賞 

病床に 四枚だけの 年賀状      ５年代表児童 
・病床で年始を迎え、寂しさを感じさせながらもコミカルに表現して面白いです。 

・病床、４枚だけというちょっと寂しいイメージもあり、言葉の組み合わせが面白いです。 



 

 

 

 

 

 

 学期ごとに俳句活動に取り組んできました。季語に触れることで、季節感を 

味わったり、他の表現はないかと調べることで語彙が増えたりと、国語の学習とは少し

違う視点で、言葉・日本語のおもしろさ、豊かさを体験しています。 

 今後も西北小学校では、俳句活動を継続していきます。 

 

 

 学校アンケートの中に、「家庭学習をもっと推奨してほしい」との声がありました。

西北小学校では、これまでも家庭学習の取組に力を入れてきましたが、今、家庭学習に

ついて、学校全体で整理を行おうとしています。 

 家庭学習とは、学校での授業の学習ではなく、文字通り家庭において学習することで

す。これには、教師から課題として与える宿題もありますし、自分で決めて取り組む自

主学習もあります。また、最近は多様な学習が可能となっているので、将来的な視野を

もったスキル向上を図る学習もあります。さらには、塾の課題を家庭で取り組む子ども

もいるでしょう。 

 西北小学校では、こうしたすべての家庭でする学習を「家庭学習」として捉え、継続

的・計画的に取り組む力を養いたいと考えています。そして、課題として与えられる宿

題から、自分に必要な学習を選択し取り組む自主学習の力を伸ばしていきたいのです。

ただ、学習習慣の意味でも宿題にはその役割がありますので、発達段階に応じてその取

組を転換させていきたいと考えています。 

《校長散歩道 №２０》 

  「幸せを感じる力」というものがあるそうです。 

 同じことを体験・経験しても、それを「幸せ」と感じるかどうかは人によって違ってくるとい

うことでしょうか。例えば、人は欲深く、満たされれば満たされるほど幸せを感じることがなく

なっていくそうで、こうした人は、「幸せを感じる力」が弱いと言えるのでしょう。 

 できれば、ちょっとしたことでも「幸せを感じる」ことができれば、人生はより豊かになるよ

うな気がします。そんな「幸せを感じる力」の一助にこんな言葉はどうでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

家庭学習について 

西北俳句大賞 

雪が降り ちらちら落ちる 白い星  ４年代表児童 
・学級のみんなで遊んだ雪の日を思い出して、嬉しい気持ちになりました。 

  ・雪を星に例えているところがとても素敵です。 

人は、泣いている時間と笑っている時間 どちらが多いのでしょう？ 

かけ算で考えてみましょう。 

泣いているとき しくしく（４９）となくので ４×９＝３６ 

笑っているとき はっはっ（８８）と笑うので ８×８＝６４ 

足してみると ３６＋６４＝１００です。 

笑っている方が多いんですね。 

だから、号泣（５９）しても大丈夫！ ５×９＝４５ 

まだ、半分以上笑えることが必ずありますよ。 

 


